
イワガキ増殖技術開発試験

田中淳也・須川人志・柳谷 智

目的

本県日本海及び津軽海峡においては、沿岸撫家経営安定のため、磯根資源として重要なアワビ、サザエ

に次ぐ新たな増殖対象種の開発が望まれている。今年度も引き続き当海域に生息するイワガキ

Crassostrea nipponaについて、増殖技術を開発することを目的として試験及び調査を行ったので報告

する。

1 親貝成熟調査

材料及び方法

本県におけるイワガキの産卵期を把握するため、下北

郡佐井村佐井地先の親員について成熟度の推移を調査し

た。サンプルは岸からの距離約100mにある離岸堤基部

の水深 3""'5mに固着している天然員を平成11年 7月

22日から10月19日にかけて4回採捕し、測定を行った。

成熟度は生殖巣指数 (GI)を調べて指標とした。 GI

の測定は島根県ら1)にしたがい、軟体部の直径 (A)と

消化盲嚢の直径 (B) (図 1)をノギスで測定し、天野

ら4) による

GI=(A-B)/AX100 

一…一一……・……

により求めた。 ~生殖巣日消情嚢園胃
結果

表 1、図 2に佐井地先イワガキのGIの推移を示した。

平成11年7月22日から 9月7日までは平均GIは30以上で推移し、 8月11日は最大値の54.26を示した。

図 1 イワガキの生殖巣断面

しかし、 10月19日には急激に減少し、 4.18となった。
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図2 佐井地先イワガキ生殖巣指数
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考察

イワガキの産卵誘発要因として高波浪及

び水温の変化が考えられる(島根県他幻)。

本県佐井地先のイワガキ産卵期は図 2より

9月中旬'"10月中旬に盛期があったが、

図3に示した同時期の佐井地先水温(ウオ

ダス漁海況速報恥998"'No.1121)では、

9月11日は24.7tであったが 9月21日に

は21.80Cとなり約30Cの低下が観察されて

おり、これが生殖巣指数の低下と同調して

いる。そのため、本県佐井地先のイワガキ

産卵には水温の低下が一つの刺激となって
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図3 平成11年佐井地先水温(OC)

いると考えられた。

しかし、島根県他2)にもあるように産卵誘発要因となる波浪階級や、水温変化の程度がいまだ明確にな

っていないため、環境条件から産卵期を判断するのは困難である。したがって現在のところ、産卵期を判

断するには環境条件よりも親貝そのものの生殖巣指数の推移を調査することが有効であると考えられた。

2 種苗生産試験

(1)採卵

材料及び方法

佐井地先において8月11日に採捕したイワガキ個体を親貝とした。採捕後は流水無給餌で飼育し、 8

月19日にGIの測定を行ったところ、表2に示したように平均で38.0となったため受精可能と判断し、採卵

を行った。なお、用いた親貝は雌5個体、雄3個体であった。採卵方法は天野ら4)の方法を参考にし、そ

の手順を図4に示した。採卵後は200Lポリエチレン製黒色円形水槽で飼育を行った。また、同様の方法

で8月27日に 2回目の採卵を行った。

表2 母貝測定衰

No. 
{般mm高) (殻mm長} 金(重g)量 l'匹足下亭{冒gP)星邑且且 全体(m径m)(A 消化{rll盲m轟)(B) {G%l i 1身入(%り}率

性別 備考

1 153.2 107.3 421.6 40.5 34.5 16.7 51.6 9.6 
2 162.0 116.3 473.3 37.0 26.1 16.3 37.5 7.8 
3 167.3 112.1 563.3 56.4 、 34.4 23.0 33.1 10.0 
4 150.5 105.6 516.7 50.8 35.8 20.5 42.7 9.8 ♂ 

5 151.0 97.5 387.3 0.0 ♀ 殻割れ，不使用
6 153.0 101.0 398.6 17.9 18.3 15.5 15.3 4.5 ♀ 産卵済み，不使用
7 173.7 123.2 668.1 39.4 24.2 17.5 27.7 5.9 ￥ 
8 144.3 102.2 576.3 41.9 32.7 18.3 44.0 7.3 平

9 147.0 99.3 399.9 41.7 35.2 16.1 54.3 10.4 ♂ 

10 138.5 100.2 370.8 38.2 25.1 18.5 26.3 10.3 平 産卵済み，不使用
11 164.5 102.8 501.6 38.7 31.5 16.6 47.3 7.7 ♂ 

平均 155.4 107.0 489.0 40.3 29.8 17.9 38.0 8.3 

(2)浮遊幼生飼育

① 1回目飼育

天野ら4)により浮遊幼生の生残率を高く保持するためには抗生物質が有効であることが示唆されたが、

抗生物質の浮遊幼生に対する影響は明らかにされておらず、また、抗生物質使用によるコスト高も懸念さ

れている。そこで 1回目の浮遊幼生飼育では、島根県ら5)により飼育水の細菌相制御に有効と考えられて

いる植物プランクトン NannochJoropsisoculata (以後、 N.ocuJata) を用い、抗生物質の代替になるか

を試験した。
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サンプル(軟体部のみ)

卜
卵・精子に区分して10L水槽(水温250Cに調整)に渉出

メス(カッター)で切開

↓ ↓  
卵水槽 精子水槽

¥/ぷml分取

受精

3ムmミユラーガーゼで受けて洗卵

43デカンテーシヨン

(受精卵の沈降を待つ)

↓6時間静置

浮上幼生収容

材料及び方法

浮遊幼生は 1回目の採卵より得られたもの

を用いた。試験区には抗生物質を用いずに

N.oculataのみを濃度を変えて試験する「ナ

ンクロ試験区 J (グループ①)と、

fN.oculata有り (5.000cells/ml)、抗生物質

有りJ(グループ②)、 fN.oculata無し、抗生

物質有り J (グループ③)、「対照区

(N.oculata無し、抗生物質無し)J (グルー

プ④)の4つのグループを設定し、 1グルー

プにつき 2水槽での試験を行った。ここで、

用いた抗生物質は硫酸ストレプトマイシン

10ppm+ペニシリンG10ppm=20ppmであ

る。なお、表3に各水槽の設定条件、幼生収

容数などを示した。

採卵方法チャート図4
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幼生飼育はガラス管により通気した水槽で行った。幼生投入時は微量の通気を行い、次第に強めた。さ

らに、幼生が付着可能になる頃からは、水槽内の水まわりをよくするためかなり強く通気した。また、飼

育水は 3μm及び 1μmのカートリッジフィルター 2連結でろ過したものを設定水温250Cに保って使用

し、採苗器投入前までは止水にして3日ごとに1/2換水を行い、水槽底部の残餌及び艶死幼生は適宜除去

した。飼育室内は水温を保つために250Cに調整した。なお、水槽には常時遮光幕をかけて飼育を行った。

餌には Isochrysisgalbana (以後、 Lgalbana)及び Chaetocerosgracilis (以後、 C.gracilis) をあわ

せて用いた。飼育開始時には Lgalbanaのみを2.000cells/mlとして以後増加させ、平均殻高150μmを

超えた時点で I.galbana及び C.gracilisをあわせて投与し、最終的に40.000cells/mlとした。毎日の投餌

量は、 Caultermulticizerを使用して残餌量を測定し、設定投餌濃度の不足分を投与して調整した。また、

N.oculata及び抗生物質は換水後に不足した量を投与した。
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一。-2000cells/ml 
一 台5α)()cells/ml
→ヨー10似)()cells/ml

600 

200 

100 

500 

400 

300 

J
g
N
¥
恩
coo--

4 6 8 10 12 14 16 

1回目浮遊幼生飼育結果(グループ①)
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1回目浮遊幼生飼育結果(グループ②，③，④)
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結果

浮遊幼生数の推移を図 5ー1、図

5-2に示した。図 5-1のグルー

プ①では、濃度の多少に関わらず浮

遊幼生数は少なく、ほとんどの水槽

が飼育開始後7日で投入時のほぼ

1/3に落ちた。それに対し、グルー

プ②は比較的高い生残を示した。ま

た、グループ④の対照区ではほとん

ど生残できない結果となった。

考察

本試験では N.oculataが抗生物

質の代用になるかを試験したが、

N.oculataのみでは抗生物質の代用

はできないことがわかった。たとえ、

N.oculataの濃度をこれ以上増やし

たとしても、イワガキはもちろんの

こと貝類にとって餌料効果の低い

N.oculataが多量に体内に取り込ま

れ、かえって生残や成長を悪くする

可能性があるため、 N.oculataのみ

で飼育水を保持し浮遊幼生の生残を
100 

高く保つことは不可能と思われる。

しかし、 N.oculata及び抗生物質

を併用した場合、抗生物質のみを使

用するよりも生残が高く保てる傾向が見られた(図 5-'2、グループ②と③を比較)ため、今後イワガキ

の種苗生産で用いる飼育水槽にはN.oculataと抗生物質を併用投与する手法が有効と考えられる。
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②2回目飼育

1回目の飼育結果を元に、 N.oculata及び抗生物質を併用した場合の浮遊幼生数及び成長を調べるため

No. 

に、 2回目の飼育試験を行った。

材料及び方法

浮遊幼生は 2回目の採卵より得られた

ものを用いた。飼育方法は 1回目の飼育

方法に準じており、飼育条件は 1回目の 個1200L

334，000 

334，000 

334，000 

10+10 
(ストレプトマイシン+ヘ・ニシリンG)

10+10 
(ストレプトマイシン+ヘ・ニシリンG)

10+10 
(スルプトマイシン+へ・ニシリンG)

5，000 
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23 

結果から、 N.oculata(5，OOOcells/ml) 

と抗生物質(ストレプトマイシン

10ppm+ペニシリンG1 Oppm = 20ppm) 

を共に加えた。飼育水槽は200Lの黒色

円形水槽3面を用い、その設定条件を表

4に示した。

No.22、また、7日固までの変動が大きく、No.21水槽では、
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結果

浮遊幼生の飼育結果を図 6-1に示した。



23水槽は試験期間を通じて変動が大きかったため、はっきりとした結果が得られなかった。

成長(殻長)の推移を図6-2に示した。恥21水槽がやや低めの成長度を見せ、恥22、恥1.23水槽はほぼ

同等の成長となった。
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図6-1 2回目浮遊幼生飼育結果
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図6・2 2回目幼生飼育の成長(殻長)

考察

飼育開始18日目での浮遊幼生の平均殻長(水槽恥21-恥22の平均)

2つの報告では投餌濃度が高く設定されており、

藤原6)の場合、飼育密度を抑え (lcel1/ml以下)、

飼育開始後 18日目に投餌濃度を

90，000cells/mlに設定しでも摂餌率(摂餌量/

投餌量XI00)は90%を超え、餌料はほとんど

-268一



食べ尽くされている長寿孟られる。摂餌量の多さは重接成長の増大に影響すると考えられるため、本試験

での投餌濃度の砥ぎが成長に翼手響Lたと考えられた。したがって、今後は飼育水の環境保持にも留意しな

がら投餌濃度を増やす車護がある。

1回目、 2回目切飼育を適して、採卵及び受精は比較的簡単に行えることが確認できたが、浮遊幼生段

階の飼育は特陀水質保持、好適環境保持が難しく、さらに生残率を上げ、成長を促進させるためには

Noculata及び読書韓費の投与、投餌量の増加、エアレーションによる飼育水槽内の水流の均一化を検討

する必要がある~>l ご

n
U蹴

エアー

~問 .水用埠ピ管

(3)採苗及び付着稚買調育

材料及び方法

幼生の平均殻長が250μm(変態期幼生

が出現する殻長)を超えた時期が付着可能

期として、 1回目飼育の場合は16日目の

9月4日に、 2回目飼育の場合は19日目

の9月13日に採苗器を投入した採苗用水

槽(図7)に幼生を収容した。採苗器には

ホタテ員殻を用い、殻中央部に穴をあけ、

殻の間隔をポリエチレンパイプ5cm程度に

調整し、 15枚の殻を通したもの(写真 1) 

及びカキ殻の細砕片をパールネットに収め

たものを使用した。飼育水は250Cのまま

で保った。

収容後、浮遊幼生数が100mlあたり 10

個体以下になった時点で付着終了とし、

回目は採苗器投入後 9日目の 9月13日に、

2回目は採苗器投入後 9日後の 9月22日

にセンター前沖の筏にて稚員中間飼育を開始した。稚貝中間飼育では稚員が付着したホタテ貝殻は養殖用

ロープに挟み込み(写真2)、細砕片を収めたパールネットは直接垂下した。

結果及び考察

採卵後約3ヶ月、沖出し後約2ヵ月後の11月25日に沖出し稚貝の測定を行った(表6)。

養殖ロープ、パールネットには共に多量の浮泥が付着していたが、養殖ロープの稚貝の成長が1.47倍よか

った。養殖ロープに直接挟み込んだ場合には絶えず流水にさらされ海水により洗われるが、パールネット

の場合、網が目詰まりを起こし龍内の水周りが悪くなるため、餌不足を起こし成長不良になったと考えら

れた。したがって、中間育成を行う場合には、養殖ロープを用いるか、目合いの大きいパールネットを用

いることが有効と考えられる。

2∞-5∞L 
.色ポリエチレン水槽

1 

採苗用水槽図図7

一 269-



写真2 垂下養殖用ロープ及びホタテ殻

写真 1 イワガキ採苗器

調

3 垂下養殖試験

材料及び方法

( 1 )平成10年産貝

平成10年度からセンター産のイワガキを用いてセンター前(筏養殖、水深4'"5 m)、佐井漁港内(延

縄式養殖、水深4'"5 m)、深浦町大戸瀬漁協地先(筏養殖、水深4'"5 m) にて養殖試験が行われてい

るため、引き続き試験を行った。

(2)平成11年産貝

本年度生産されたイワガキ種苗を、 11月24日に今別町西部漁協地先へ養殖ロープ10連、パールネット

5段をに移送して現在垂下養殖(延縄式養殖、水深8"'10m)を行っている。また、同様に12月1日に

大戸瀬漁協地先(筏養殖)へ養殖ロープ8連を移送し、現在垂下養殖試験を行っている。

結果

(1)平成10年産貝

表7に平成10年産のイワガキ測定結果を示し、図8には特にセンター前沖養殖試験の結果を示した。
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測定日

H 10/11/ 

11/ 6/ . 
23.30 25.21 

7/ 27 . - . 28.12 
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図6 平成10年産イワガキのセンター前養殖結果

(2 )平成11年産員

現在養殖中の11年産イワガキ測定結果を表8に示した。

考察

平成10年産イワガキについて11月25日の沖出しから

1回目の測定(センター前は6月28日、北金ヶ沢は6

月25日、佐井は7月27日)までの増殻高から 1ヶ月に

換算した成長速度を求め表 9に示した。その結果、佐

井>大戸瀬>センター前の順に成長が早かった。だが、島根半島笹子地先での成長は(表10:島根県ら3)、

島根県で最も成長の悪かった地先)、 4.25醐/月であり、センター前の2.6倍、佐井地先の1.7倍となり、本

県沿岸域での成長が全体的に低いことがわかった。ここで、島根半島と本県佐井地先の海水温を比較する

と(表11)、平均して 5"""6 ocも島根半島の水温が高く、この水温変化が成長に大きな影響を与えている

と考えられた。
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表10 島根半島笹子地先でのイワガキの成長(島根県ら 3)より改変)

| |平成8年11月平成9年7月 l増殻高(mml月)I 
|殻高(mm)I 15.0 49.0 I 4.25 I 

表11 本県佐井地先と島根半島の水温の比較

! 島根半
佐井 i m i(島根県ら司より改変)

23"C(8月下旬)

5"C包月下旬)
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